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68号(1993)

伸 一九袋井高校地学部付

しており、

に何枚かの泥層からなっている o 1990 

徒とともに国 1に示すような範囲の地質調査をはじめた。

斜は 6~120 Sで基盤(曽我罵)直上の掛川市曽裁から

575 mである O

を調べるため)、

1 機種

と並行し

らは泥を(中に含まれる花粉化石

る

に赴任して以来、地学部の生

の地賭の走向は東北東~西南西、傾

浅羽町立東小付近までの地層の厚さは約

るため)、砂層から砂を(砂の鉱物組成

るため)採取した。

大井川と天竜JlIの汚原でみられる操穣は上流の地質の違いを反映して大きく異なる O すなわち、堆

積岩が主体の大井川に対して、天竜川では堆積岩のほか火成岩、変成岩がみられる O そこで調査範囲
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内 32カ所から、 5""'-'10 cmの大きさの岩石 150倍を採集し、藤種を調べてみた。すると 7カ所から数

は少ないが、カコウ岩など天竜]I[起源と思われる擦がみられ、この付近の擦層堆積時に大井川だけで

なく天竜]I[の影響を受けた時期もあることがわかった。しかし、地層中の擦種の存在%は現在の天竜

]I[の河原の存在%とは大きく異なり、この理由を探層堆積時、天竜JI[の影響を受けたといっても、天

竜]I[の流路となったのではなく、天竜}I[系統の擦が河口から海に運ばれた後、沿岸流によってこの付

近に運ばれたのではないかと考えた。

2 砂の鉱物組成

調査範囲及び天竜JI [、大井川の河原、海岸などから全部で 52個の試料を採集した。試料はクエン酸

ナトリウム、ハイドロサルファイトナトリウムで脱鉄処理をし、水洗乾燥後ふるいで粒径別にわけ、

1/4""'-'1/8 mn1粒窪の砂の鉱物組成を次の分類基準で調べてみた。

透明(石英)、半透明(自~半透明で長石入黒雲母、風化物(光沢がない。色で白、黒、灰色ぽい

白まじりの“まだらぺその他)及び判別不能。

I[と天竜JI[の}I[砂はみただけで区別できるほど組成が違っている O 天竜]I[は白っぽいの

している O そしてこの方法で調べると天竜川の砂には 5%ほど

こで、地層中から採集した砂について向様な方法で調べると、 10カ所ほ

され、擦問様大井}I!と天竜}I[の影響をうけていることがわかった。

に大井川

まれていること

どの地点、の砂から

3 泥層

この付近

の泥

ら黒く炭化した植物遺体が時々発見される O そこで約 100個

して花粉プレパラートを作成した。①試料に 10%I(OHを加え、 3日

こまかい粒子をとり

るO ⑤霊液 (ZnC12)

く。③混駿 (HN03十日Cl十日20)処理。

し、花粉を抽出する O ⑥フッ酸処理をし余分

セトリス処理を行う O ③グリセリンゼ、リーで封入し、プレパラートを完成させ

るO この方法で花粉が抽出できなかった試料が 18倍、木本類の総数が250個以上になった試料が 38錨

であつれ『 ることができた花粉はヒノキ科、スギ科、マッ

トウヒ属、ヤナギ、属、ヤマモモ科、クノレミ科、ハシバミ属、カバノキ属、クマ

アカガシ軍属、コナラ盟属、プナ属、ニレ科、タデ属、モチノキ科、シラキ

サルスベリ属、モクセイ科、キク科などであった。花粉分析から次のことがわ

にかけての試料とそれより上位の試料とは、モミ属の出現%が大きく異なり(下

ノナ

シ

シ

かった。 ち

位の方が多く 30""'-'50%、

O 次に大地より

ンキンハゼの{中間一

き

ークロマツなど…援帯)とブナ属(冷

などがよくみられ、この三つの出現%の変

化で、ゆるやか つにと し1<..-
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一一歩まとめ

擦種や砂の鉱物組成から調査範囲

の地層が堆積した時、大井J[[と天竜

J[[の影響を受けたことがわかった

ヰ
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池

i主:1(16) 91041001 
(91041002) 

大

91070301 

が、温暖な時期(高海水準)には天

竜J[/の影響を受け、寒冷な時期(低

海水準)には大井川の影響を受けた

と仮定した。

この仮定は泥層中の花粉分析結果

と一致するかどうか、柱状図にそれ

ぞれの試料番号をプロットし、花粉

は寒暖、砂擦は天竜J[/系か大井川系

その結果、両

91070302 

か示し対比してみた。

ッ-
l-タはほぼ一致しており、ア

線をつくることができた(図 2e 3 ) 0 

今回は紙面の都合で花粉のダイヤ

れらに基づい

どのグラム、砂の鉱物組成、

タをのせることができなかったア

タアカヨ、

(92082113) 
雪野

されたするつもりである O

方でデータ

校(森伸一)
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国の説明:

。で括ったものは、溢暖または天竜}I[系

たは大井川系を示す。

ないこと;まひでの諮っていないもの泣どちらともい

りで括ったものは、
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